
66 リ  ア  ホ  ナ

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
イ
テ
ィ
ー
・
ペ
イ
ン

マーティンの 
選

え ら

び

マーティンは， 
お茶

ちゃ

を飲
の

んでは 
いけないことを 
知

し

っていました。 
どうすれば 

よいのでしょうか。
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子こ

　
供ど
もリンゼー・タナーとベサニー・バーソロミュー

ほんとうにあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました

「つねに正
ただ

しくあれ」（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』81）

マーティンはゆっくりと目
め

を覚
さ

ましました。お母
かあ

さんが，
マーティンのかたをゆすっています。

「マーティン，起
お

きる時
じ

間
かん

よ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。
マーティンはねむそうに，目

め

をこすりました。まだ空
そら

は暗
くら

くても，マーティンには何
なん

時
じ

か分
わ

かっていました。マーティ
ンの家

か

族
ぞく

は毎
まい

朝
あさ

5 時
じ

半
はん

に起
お

きて，モルモン書
しょ

を読
よ

んでいた
のです。いつもそんなに早

はや

く起
お

きるのは簡
かん

単
たん

なことではあ
りませんでした。
マーティンはベッドから出

で

ると，ゆっくりとリビングに歩
ある

い
て行

い

きました。体
からだ

をのばして，大
おお

きなあくびをしました。
きょうだいもみんなねむそうでしたが，全

ぜん

員
いん

そこにいました。
一
ひとり

人 5 分
ふん

ずつ読
よ

みました。マーティンは，最
さい

初
しょ

はベッドに
もどりたいと思

おも

いましたが，聞
き

き続
つづ

けました。一
ひと

つ一
ひと

つの
せいくを聞

き

いていくと，もっともっと良
よ

い気
き

持
も

ちになりまし
た。読

よ

み終
おわ

わるころには，マーティンは自
じ

分
ぶん

が霊
れい

的
てき

に強
つよ

く
なったのを感

かん

じました。
その霊

れい

的
てき

な強
つよ

さは，毎
まい

日
にち

マーティンが必
ひつ

要
よう

としているもの
です。ケニアでは，マーティンと同

おな

い年
どし

の教
きょう

会
かい

員
いん

はとても少
すく

なく，しかも遠
とお

くはなれて住
す

んでいました。放
ほう

課
か

後
ご

，マー
ティンはカトリック教

きょう

会
かい

が開
ひら

いている，男
おとこ

の子
こ

のためのクラ
ブに通

かよ

いました。ある週
しゅう

，クラブのみんなでキャンプに行
い

き
ました。
マーティンは，とても楽

たの

しい時
じ

間
かん

をすごしました。キャン
プの歌

うた

を歌
うた

ったり，木
き

を切
き

ったり，キャンプファイヤーの木
き

をじゅんびするのを助
たす

けたりもしました。
でも，2

ふつか

日目
め

になって，リーダーの一
ひとり

人がお茶
ちゃ

のポットを
持
も

って来
き

ました。リーダーが「今
いま

からお茶
ちゃ

を飲
の

もう」と言
い

いました。
それを聞

き

いて，男
おとこ

の子
こ

たちは喜
よろこ

んでいました。家
いえ

では，
特
とく

別
べつ

なときだけお茶
ちゃ

を飲
の

んでいたからです。みんなは自
じ

分
ぶん

のコップを持
も

って，リーダーがお茶
ちゃ

を注
そそ

いでくれるのを待
ま

っ
ていました。
マーティンは少

すこ

しきんちょうしました。お茶
ちゃ

を飲
の

んではい
けないことを知

し

っていました。でも，友
とも

達
だち

にいやな思
おも

いをさ
せたくありませんでした。
そのとき，いましめを守

まも

るときにどんな気
き

持
も

ちがするかを
思
おも

い出
だ

しました。家
か

族
ぞく

で預
よ

言
げん

者
しゃ

にしたがってモルモン書
しょ

を
一
いっ

緒
しょ

に読
よ

むとき，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちがしました。それをしないと
きは，それほど幸

しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じませんでした。

マーティンは何
なに

をすべきか知
し

っていました。
「いいえ，結

けっ

構
こう

です。」マーティンは自
じ

分
ぶん

のコップにお茶
ちゃ

を
注
そそ

ごうとしたリーダーに言
い

いました。「ぼくはお茶
ちゃ

は飲
の

みた
くありません。」
リーダーはおどろいたようでしたが，ほかの男

おとこ

の子
こ

がお茶
ちゃ

を飲
の

んでいる間
あいだ

，マーティンには水
みず

を飲
の

ませてくれました。
何
なん

人
にん

かの男
おとこ

の子
こ

は，なぜマーティンがお茶
ちゃ

を飲
の

まないか知
し

りたがりましたが，マーティンをからかう人
ひと

はだれもいませ
んでした。マーティンはうれしくなりました。マーティンは知

ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

は体
からだ

を強
つよ

くしてくれると知
し

っていました。そして，
自
じ

分
ぶん

には正
ただ

しいことをする強
つよ

さがあることをうれしく思
おも

いま
した。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
イ
テ
ィ
ー
・
ペ
イ
ン

「わたしは心
こころ

と体
からだ

を清
きよ

く神
しん

聖
せい

にたもち，害
がい

に
なるものを取

と

りません。」（わたしの福
ふく

音
いん

の標
ひょう

準
じゅん

）

教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

第
だい

89章
しょう

の知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

を読
よ

んで，わたしたちの
体
からだ

に良
よ

いと書
か

かれている物
もの

は何
なに

かを見
み

つけましょう。

食
た

べたり飲
の

んだりしてはいけない，有
ゆう

害
がい

なものを書
か

きま
しょう。

両
りょう

親
しん

や指
し

導
どう

者
しゃ

に，どのようにして心
こころ

を清
きよ

く神
しん

聖
せい

にたもって
いるか，聞

き

いてみましょう。

わたしの目
もく

標
ひょう

は，

� です。

チャレンジ
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